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令和４年度 自己評価実践報告書 
 

学校名 福島県立川俣高等学校 
 

Ⅰ 自己評価の概要 
  １ 『学校経営・運営ビジョン』について 

 高校３年間の学びを通して生きる力を育み、一人ひとりの進路希望実現を学校全
体で支援することを目標に掲げた。これを基に、各部、各学年、各科で具体策を検
討し、職員会議での検討、協議を経て「学校経営・運営ビジョン」が策定された。 

 
  ２ 校内組織体制について 

  学校評価については校務運営委員会を中心に、校長のリーダーシップのもと、各
部、各学年、各科との連携を図りながら、組織的な体制が取られた。 

 
 ３ 自己評価年間計画について 
   

時期 生徒・保護者・地域 学    校 学校評議員 

 

 

４月 

～ 

７月 

 

 

○各教科での生徒に対す

る授業年間計画の説明 

○ＰＴＡ総会で学校経営

・運営ビジョンを説明 

○学校経営･運営ビジョン

のWebへの掲載  

○校長による今年度の目標等の提示 

○校内組織づくり 

○学校経営･運営ビジョンの策定 

○各部、各学年、各科での努力目標の

検討  

○学校評議員会 

学校経営・運営ビジョンに関する説明 

○学校評議員の委嘱 

○学校評議員会 

・学校経営・運営ビジョ

ンの説明 

・今年度の重点取組方針 

・生徒指導の説明 

・進路状況の説明 

・いじめ防止の取組の説明 

・不祥事根絶のための行動

計画の説明 

 

８月 

～ 

12月 

 

○学校へ行こう週間にお

ける保護者、地域住民に

よる学校行事、授業見学 

○学校経営・運営ビジョ

ン関するアンケートへの

回答 

○学校評議員会 

○学校へ行こう週間 

 学校行事の実施、授業実践 

（今年度は文化祭） 

○学校評議員会 

・公開授業（今年度は文

化祭） 

 

 

 

１月 

～ 

３月 

 

○各教科や各委員会活動

等での年度末反省 

○各教科や各委員会活動

等での次年度の目標設定 

 

 

 

 

 

 

○各部・各科での努力目標の年度末 

反省による成果と改善点の検討 

○学校経営・運営ビジョンに関する 

アンケート集計結果による成果と課題

の検討及び結果のWeb掲載 

○自己評価実践報告書による学校経営･

運営ビジョンの達成に関する反省 

○学校評議員会  

アンケート集計結果等による説明 

○自己評価実践報告書及び評価書の県

教委への報告 

○学校評議員会  

・学校経営運営ビジョン

実現に向けた年度末反省 

・努力目標に関する自己 

評価説明 

・アンケート集計結果説明 

・学校からの年度末反省

を受けた評価書の提出 

・教職員不祥事根絶のた

めの行動計画検証 

○次年度評議員について説

明 
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Ⅱ 評価結果の概要 
 １ 年度末評価（反省）の実施方法等について 
    （別紙令和４年度 努力目標年度末反省参照） 

  校長の指針のもと作成された「学校経営・運営ビジョン」を受けて、年度初めに
各部・各学年・各教科等で検討を経て計画された努力目標について、年度末に各担
当分掌で反省を行い評価する。その際、生徒や保護者からの意見や、PTA 役員会等
での意見交換、川俣高等学校運営協議会など、年間を通して多くの場面での情報を
総合的に判断し、年度末評価を行っている。 
評価方法は、段階評価と記述評価の併用である。なお、段階評価については、Ａ・
Ｂ・Ｃの３段階で評価し、評価基準は次のとおりである。  
［ Ａ：ほぼ達成した  Ｂ：だいたい達成した  Ｃ：あまり達成できなかった  ］ 

    
 ２ アンケート及び回答数 
   （別紙学校経営・運営ビジョンに関するアンケート及び集計結果参照） 

評 価 

年度末評価のためのアンケート 

対象数(人) 回答数(人) 割合(％) 

教 職 員 19 19 100 

生    徒 46 45 98 

保 護 者 46 45 98 

    ・評価項目は、前年度と比較分析するために変更は行っていない。  

 

３ 評価基準について  

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

評価基準 そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない 

        ・生徒、保護者ともに回答しやすいように、評価基準を設定した。 
 
 ４ 年度末評価のまとめ 
 （１）年度末評価実施の目的、意図 

 学校の教育活動全般に対して、教員・生徒・保護者の視点を交えて、アンケート 
等を活用して評価を行うことは、今年度の達成状況を把握することに繋がる。  

また、問題点や課題を明確にすることは、次年度の各部・各学年・各教科等の目
標策定や「学校経営・運営ビジョン」策定の際、有効に役立ち、今後の学校運営の
改善に生かすことができる。  

 （２）年度末評価結果の分析、及び結果概況 
 学校経営・運営ビジョンをもとに設定した各部・各学年・各教科の目標に対する
年度末反省においては、概ね目標を達成できている。また、学校経営・運営ビジョ
ンに対するアンケート集計結果では、「そう思う」「やや思う」が９割を越える項
目がほとんどである。これは、昨年度同様、教職員が学校運営に対する目標設定を
真摯に受け止め、教育活動に取り組んだ成果と言える。  

 （３）重点努力事項に対する達成状況等 
   ①「確かな学力を育みます」 
    ・分かる授業の実践については、全学年で A 及び B 評価のみとなり、分割授

業やＴ・Ｔ授業を実施することにより、個に応じたきめ細かな指導を行うこ
とができていると言える。ICT 機器を活用した授業の効果についても、確か
な学力の定着につながっている。 

・家庭学習の定着については、全学年で B 評価が最も多く、その傾向は、特に
１学年で顕著であった。自ら学ぶ姿勢と学習習慣の定着が図られている。  

・資格取得への挑戦については、全学年でほぼ A 及び B 評価のみとなり、授業
における資格取得への学習機会が、普段の学習意欲の高揚にもつながってい
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ると言える。  
   ②「進路実現を支援します」 

・キャリア教育の充実については、１・２学年において、A 及び B 評価のみの  
高評価となり、進路ガイダンス、川俣町企業説明会、企業見学等の実施や教  
員による企業訪問等の成果が現れている。今年度実施予定であったインタ  
ーンシップ（１学年）はコロナ禍の影響により中止とし、次年度に持ち越す  
こととした。  

・就職先との連携強化については、企業見学等の機会を多く設定したことによ
り、就労意識の一層の高揚が図られた。今年度も、就職内定率１００％を達
成することができた。  

・大学進学への支援については、課外授業や個別指導を、進路指導部や学年が
主体となって組織的に行っていることにより、進学希望者全員が進路決定す
ることができた。  

   ③「豊かな心を育みます」 
・基本的生活習慣の確立については、集団に適応する生活態度を身に付けさせ  

るために、定期的な登校指導、頭髪指導、服装指導を行い、基本的な生活習  
慣の確立に取り組んだ。  

・健康と安全教育の徹底については、特に、教育相談の充実（スクールカウン  
セラーとの連携）に取り組み、心身ともに健康な生活を送ることができるよ  
う支援を行った。特に、１学年については、全員が、スクールカウンセラー
と面談を行った。  

   ④「地域との連携を図ります」 
   ・学校の積極的な情報発信については、学校行事の内容を、ほぼ毎日、ホーム

ページで情報発信した。 
   ・地域の活動への参加については、町内自治会と連携した防災に係る取組（全校生

でフィールドワークを行い、洪水ハザードマップを作る）を行ったり、学校文化
祭を川俣町と合同で開催するなど、地域と協働した取組を実施した。  

   ・保護者との連携については、学期末の三者面談等をとおして、学校と家庭との連
携に努めた。  

 （４）分析に基づく改善の方向  

・家庭学習の定着については、今後、具体的な学習時間を調査し、生徒の実態
を把握した上で、各家庭環境を考慮した「個に応じた指導」が必要である。  

・コロナ禍の影響で、今年度はインターンシップ等が実施できなかったが、次
年度は多くの生徒に地域理解できるような体制をつくっていきたい。  

・部活動の活性化については、経営・運営ビジョンには設定していないものの、 
生徒の課外活動を豊かなものにする重要な要素であることは間違いない。  
部活動の精選により、今後、活性化していくには課題が多いが、現存の部活  
動の活性化に向けて工夫をしていきたい。  

   ・地域との連携において、行政（川俣町）、町内自治会、町内企業等と今後も
連携することで、地域と協働した取組を行っていきたい。  

 

Ⅲ 広報の概要 
 １ 目的や意図 

 「学校経営・運営ビジョン」を生徒や保護者に配付して広報に努め、日頃の学校
での取り組みについて理解を得るようにする。さらに、努力目標の反省などをまと
め、学校評議員に意見を聞くなどして、学校の取り組みの改善に努める。また、学
校からの様々な情報発信をとおして、保護者や地域にさらに学校に関心を持っても
らえるように努める。 

 ２ 実施計画及び実施状況 
 保護者会やＰＴＡ役員会等において説明を行い、ホームページにおいても学校評
価に関して掲載していく。 

 ３ 配布対象、配布時期、配布方法等 
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・配布対象は、生徒や保護者、学校評議員 
・配布時期「学校経営・運営ビジョン」は年度当初、アンケート集計結果は年度末 
・配布方法は、紙媒体による配布 

 ４ 実施してみての反省点 
 学校ホームページの更新を頻繁に行い、積極的に学校の取り組みを掲載した。川
俣町の広報誌にも掲載していただいた記事もあった。今後も、川俣町とも連携しな
がら広報活動のより充実を図り、さらなる情報発信に努めたい。  

 
Ⅳ 次年度に向けて 
 １ 評価結果の特徴、自己評価実践の成果等 

 学校経営・運営ビジョンをもとに設定した目標は概ね達成できた。 

 自己評価の実践により課題等が明確になった。数値的目標を持てるように次年度
検討して行きたい。  

 ２ 自己評価全体の次年度の取組みについて 
 次年度はコミュニティー・スクールとして３年目を迎えるのに伴い、目標等の見
直しを検討する。  

 ３ 次年度へ向けての課題、改善点、重点努力事項、展望など 
・本校生徒の実態と多様な進路希望の実現を図るために、生徒一人ひとりに応じた
きめ細かな指導が求められる。計画的なキャリア教育を行い、勤労観や職業観を育
成するため企業見学等の活動的な学びを継続するとともに、日々の授業の充実と生
徒の基礎学力の向上に取り組んでいく必要がある。  

・健康と安全教育の徹底のために、教育相談の充実や健康教育、交通安全教育に取
り組む。基本的な生活習慣、生活態度の定着を継続して取り組んで行く。  

・学校の情報発信の工夫に努め、ボランティア活動や地域の行事参加等、地域との
連携を次年度も継続していく。  

・次年度はコミュニティー・スクールの導入３年目でもあることから、生徒、保護
者、地域の方々へ、より多くの情報を発信しながら、基盤づくりを行う。 

 ４ 終わりに  

 自己評価は、学校評議員の助言を得ながら、生徒や保護者の評価を取り入れるこ
とにより、「学校経営・運営ビジョン」の検証を多面的に行った。この結果を
もとに次年度の「学校経営・運営ビジョン」の策定を行い、全職員が協働して
学校づくりを進めて行きたい。  


